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近代

小
松
は
古
典
文
芸
の
世
界
に
は
早
く
か
ら

登
場
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
歴
代
藩
主

が
学
問
を
大
切

に
し
そ
の
気
風

み
な
ぎ

た
し
な

が
藩
内
に
漲
り
、
連
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
を
嗜

む
文
人
の
育
っ
た
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の

文
芸
愛
好
の
伝
統
は
、
近
現
代
に
引
き
継
が

れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
近
現
代いん

の
文
芸
を
散
文
・
韻

ぶ
ん文
に
分
け
て
み
る
に
、

散
文
系
で
は
演
劇
界

の
北
村
喜
八
の
大
正

末
期
の
活
動
が
一
人

光
っ
て
い
る
。
小
説

家
が
文
壇
に
現
わ
れ

る
の
は
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
の
陣
出
達

郎
・
中
谷
宇
吉
郎
、

戦
後
に
は
森
山
啓
・

谷
甲
州
に
代
表
さ
れ

る
。

韻
文
で
は
明
治
初
期
に
詩
の
分
野
が
新
し

く
提
唱
さ
れ
、
短
歌
俳
句
で
も「
明
星
」「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
に
よ
り
革
新
性
が
叫
ば
れ
る
が
、

小
松
の
文
芸
の
系
譜
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飴山実の著作物（小松市立図書館所蔵）

小松高校に建つ北村喜八の詩碑

談笑する世界人北村喜八（右）
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加
賀
地
方
で
は
伝
統
的
な
俳
諧
を
作
る
者
が

多
か
っ
た
。
明
治
三
十
八
年（
一
九
〇
五
）「
俳

諧
白
峰
集
」
が
刊
行
さ
れ
大
正
五
年（
一
九

一
六
）の
一
三
三
号
ま
で
見
え
る
が
、
こ
れ

は
小
松
の
近
代
俳
諧
史
上
特
記
す
べ
き
雑
誌

で
あ
る
。
大
正
期
に
は
仏
仙
堂
可
遊
・
素

仏
・
白
峰
庵
曲
池
の
名
が
残
る
。
昭
和
に
入

り
六
年
「
越
船
」
が
現
わ
れ
る
。
そ
の
当
時

は
森
本
之
棗
・
町
原
木
隹
・
大
瀬
飛
天
が
い

る
。
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）仲
井
夜

潮
・
今
井
九
弥
に
よ
り「
小
松
俳
文
学
協
会
」

が
発
足
、
俳
句
会
一
六
、
会
員
二
六
二
名
が

参
加
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
飴
山
実
が
俳
壇

で
活
躍
、
注
目
さ
れ
る
。

短
歌
で
は
明
治
二
十
五
年
の「
蘆
城
風
雅
」

（
集
義
堂
百
年
記
念
歌
句
詩
集
）
刊
、
大
正
七

年
の
北
村
喜
八
歌
集
「
こ
こ
ろ
の
歌
」
刊
な

ど
が
あ
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
は
工
清
定
に

よ
る
「
小
松
短
歌
会
」
が
始
ま
る
。
昭
和
三

十
年
吉
田
三
郎
に
よ
り
「
国
民
文
学
」
小
松

支
部
が
結
成
さ
れ
、
今
日
に
至
る
。

川
柳
が
小
松
で
芽
生
え
る
の
は
大
正
十
年

か
ら
で
あ
る
。
起
伏
が
あ
り
昭
和
五
・
七
年

の
小
松
大
火
に
め
げ
ず
柳
子
が
互
に
励
ま
し

合
う
様
子
が
「
ね
こ
柳
」
に
生
々
し
い
。
昭

和
九
年
戦
時
体
制
の
た
め
休
刊
、
復
活
は
昭

和
二
十
二
年
で
現
在
も
続
い
て
い
る
。

敗
戦
の
虚
脱
の
中
に
い
ち
早
く
文
化
活
動

を
展
開
し
た
の
も
小
松
の
特
色
で
あ
る
。
伝

統
あ
る
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に
加
え
現
代
詩

グ
ル
ー
プ
「
山
彦
」
も
活
動
を
開
始
し
た
。

と
り
わ
け
戦
後
の
小
松
の
文
芸
活
動
は
作
家

森
山
啓
の
存
在
を
抜
き
に
語
れ
な
い
。
公
民

館
活
動
の
一
環
で
あ
る
が
、
森
山
啓
の
提
唱

で
全
市
民
を
対
称
に
文
芸
作
品
を
公
募
、
自

ら
そ
の
選
に
当
り
選
後
評
を
書
い
て
「
こ
ま

つ
文
芸
」
が
昭
和
三
十
年
に
創
刊
さ
れ
、
今

日
ま
で
五
〇
余
年
、
五
八
号
の
出
版
を
重
ね

て
い
る
。
全
国
で
も
希
有
な
存
在
と
誇
る
。

（
金
戸
隆
幸
）
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小松市の文芸誌「小松文芸」全58巻と別冊2巻（小松市立図書館所蔵）

谷甲州「創作ノート」（小松市立博物館所蔵）
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